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Almost of mobile devices include an actuator oscillating the mobile device and informing simple 
message to the user such as “You got a mail.” For presenting more or complex information by user 
interfaces, some ideas have been proposed and evaluated. In this study, we researched the way of 
designing recognizable vibration rhythms presenting qualitative and quantitative information. The 
experiments were executed for investigating easily-identifiable patterns using the mouse-type 
tactile interface. From the results, some requirements and guidelines for designing the recognizable 
vibration rhythm were revealed. 
 




















再構成したタクタイルリズムの 2 種類とした。20～22 歳の学生 20 人による実験の結果、「質
的な用途」の適用に関しては，モールス符号よりも振動リズムの方では正答数が統計的に
みて有意に多かった。 
一方、「量的用途」についての実験では、提示する量に比例した長さの音符で構成したリ
ズムと、指数関数に従って長くした音符で構成したリズムでの情報の判りやすさを 20～22
歳の学生 24 人による実験で比較した。その結果、正当数に統計的な有意差は見られなかっ
た。そこで，振動リズムで提示する量に応じて振動刺激全体の提示時間を長くするパター
ンを試みた結果、正答数が有意に増加した。このことから、質的用途では、音韻的リズム
を振動パターンに導入した刺激の方が理解・判断しやすく、量的用途では刺激の提示時間
のような物理的規則に従ったリズムの方が、ユーザーには理解・判断しやすい事が判った。 
  
